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清水華澄さんと〈第九〉女子会“歓喜の宴
うたげ

”
清水華澄×外園彩香×遠藤真理×岩佐雅美

日本の音楽界の年末の風物詩であるベートーヴェンの〈第九〉。今年の読響は
イタリア人マエストロ、マッシモ・ザネッティを迎えて全6回の〈第九〉で一
年を終える。読響の女性楽団員の皆さんと、声楽ソリストとして公演に参加
するメゾ・ソプラノの清水華澄さんに、「オーケストラの中から見た〈第九〉」
をたっぷり語っていただいた。　　　司会・構成／小田島久恵（音楽ライター）

演奏家としての
〈第九〉あるある

―清水さんは熱心な読響ファンでいら

っしゃいますね。

清水華澄（メゾ・ソプラノ）：私がオー
ケストラの演奏家を尊敬するのは、皆
さん3、 4歳のころから楽器と向き合っ
て、一日何時間も練習して、何年も費
やしてこられた方たちだから。私は音
楽の勉強を始めたのが遅かったです

岩佐：でき
れば回数は
あまり多く
ない方がい
いです（笑）。
やはりベー
トーヴェン
の曲の中で
も難しいで
すし。どの
曲も大変で
すが、その中でも〈第九〉はかなり大
変。その年の公演が7回あるとしたら、
楽器のリードは7回もつのかしらと
か、やりくりも考えます。そりゃ少な
い方が楽ですよ。
清水：毎回違う演奏になるから、その
都度反省もすごくされるんでしょう
ね。読響のお客さんは熱心だから、毎
回少しずつ変わるのを楽しみにして、
何回も通う方もいそうですね。
外園彩香（ヴァイオリン）：私はあまり
経験がないのですが、逆に「今まで何
回〈第九〉に出たの？」と聴かれるの
が面白くて。まだ数えられるほどしか
出てないので、オーケストラの経験を
積んでこの曲がどんなふうに自分の中
で成長していくのかが楽しみです。
―素敵ですね！　〈第九〉とともに人生

を歩んでいく……。読響の「変わった〈第

九〉」で思い出したのですが、上岡敏之さ

んがものすごいテンポで1時間かけずに

し、さらに身体が楽器であるために、
その日のコンディションに左右されて
しまうことも多く、 〈第九〉も周りを感
じて音楽を奏でるところまで辿り着く
のに時間がかかりました。でも、読響
の皆さんはサラッとアンサンブルをや
ってのけていて本当にすごいですー！
遠藤真理（チェロ）：歌うのは4楽章だ
けですが、何楽章から舞台に立ちたい
とかありますか？
清水：本当は最初から入りたいんです

が、バリトンの方から「黙れ」と言わ
れてしまいそう（笑）。私はマーラー
の交響曲第2番〈復活〉でも第3番でも、
オーケストラと一緒にやるときは全部
舞台で聴いていたい。〈復活〉は長い
から、途中で体が冷えてもぞもぞしち
ゃうかもしれないけど。実は、オーケ
ストラの練習も見学したいんですよ。
どのような流れでやっているのか理解
できますし、指揮者の指示の出し方が
細かく把握できたりもしますしね。
―〈第九〉はリハーサル日数が短いパ

ターンも多いと聞きます。

遠藤：去年の指揮者のゲッツェルさん
のときはそうでしたね。そういうとき
は、結構緊張します。〈第九〉は慣れ
ているからといって柔軟になれる曲で
はなく、基本的には怖いし、やりづら
い曲だと思います。
岩佐雅美（ファゴット）：確かに、難し
い曲ですよね。初めてのときのほう
が、意外と怖いものなしで演奏できて
しまう。でも、回数を重ねるごとに怖
いところが分かってきますから……。
清水：やり込んで身体に入ってくると
 いうことはあるけれど、 たくさん経験す
 ると悪い思い出もくっついてきちゃう。
遠藤：あっ去年……とか、いろいろ思
い出しちゃうよね（笑）。良かったこ
とだけ思い出せばいいんですけど。
―〈第九〉は毎年演奏回数も多いですが、

演奏家はどう感じているのでしょう？

左から外園、遠藤、清水、岩佐、小田島。練習所に近い新百合ヶ丘の魚民にて

岩佐雅美（ファゴット）
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演奏された

ときは、す

ごいなあと

驚いたもの

です。

清水：2015
年の〈第九〉
はテンポが
速い楽団が
多かったで
すね。中で

も上岡さんは天才的閃きというか、凡
人には見えない景色を見ているという
か……（笑）。聴かれたお客様は「楽
しかった」と喜ばれていましたが。私
はアンサンブルより「個」でいてほし
いと言われ、〈ニーベルングの指環の〉
ブリュンヒルデのように存在していて
ほしいとアドバイスをいただきまし
た。あと、記憶に残っているのは16
年のマルクス・シュテンツさん。もの
すごく丁寧に声楽アンサンブルのリハ
ーサルをやってくださって、嬉しかっ
たです。あれくらい熱量を持ってソリ
スト稽古をしていただくと、マエスト
ロのやりたいことが伝わってきて歌い
やすいです。

好きなタイプは？

―なるほど。指揮者もいろいろですね。

ところで唐突なのですが、皆さんにとっ

てベートーヴェンは男性としてお好きな

タイプですか？

遠藤：顔がいかつい印象。あんまり好
みじゃない。
清水・岩佐・外園：（笑）
遠藤：コーヒーが好きで、豆をひとつ
ずつ数えて飲んでいたとか……。それ
を聞いたとき、「めんどくさっ」と思
いました。
外園：音楽と人間性を切り離して考え
ることが多いのですが、好きな作曲家
はドヴォルザークとシューベルトなん
です。あとシューマン。ベートーヴェ
ンは、楽譜をよく読んで楽譜に書いて
あることをきちんと音にするというこ
とを大切にしています。あとは室内楽
的なことを考えて、周りにアンテナを
張って弾こうかなと思っています。
清水・岩佐・遠藤：真面目～。
―ドヴォルザークとシューベルトはな

ぜ好きなの

ですか?

外園：ドヴ
ォルザーク
は温かくて
ほっとする
音楽なんで
すね。日本
人にとって
耳なじみが
いいし。〈ユ

モレスク〉
も好きです
し。シュー
ベルトは交
響曲の他に
ピアノ三重
奏や弦楽三
重奏にも凄
く素敵な曲
があるんで
す！　長い

フレーズがあっちにいったり、こっち
にいったり……しつこい曲ですが、し
つこいのが好きなのかも。
遠藤：しつこくした方がいいと思う男
性が近づいてくるかもしれないから、
あくまで音楽的に、ということだよね

（笑）。
外園：音楽的には、ベートーヴェンの

〈第九〉は第1楽章の冒頭が好きです。
何調なんだろう？　これから何が始ま
るんだろう？　といろいろ期待させて
くれる始まり方が素敵。
―遠藤さんは、音楽的にはベートーヴ

ェンはいかがですか？

遠藤：結婚式のときに〈第九〉の第3
楽章を使いましたね。
清水：えっ、なんでなんで？
岩佐：私も第3楽章は一番きれいだと
思う。どのシーンで使ったの？
遠藤：一番最後のところ。お父さんに
手紙を読むシーンね。

岩佐：確かに（笑）。それはお父さん
も号泣したでしょうね。

やっぱり一年の締めくくりは
〈第九〉で！

―やはり、それぞれに思い入れのある

名曲なのですね。

岩佐：一度だけ出なかった年があった
のですが、12月に〈第九〉をやらない
と「年越し」の感じがしないんです。
大変と言いつつ、弾かないで年を終え
るのは変な感じがするんですね。
遠藤：大晦日のコバケンさんのベート
ーヴェン交響曲全曲演奏会を聴いた時
は、心から〈第九〉に感動しました。
端正な偶数番号、有名な奇数番号のシ
ンフォニーを聴いた後の〈第九〉は、
本当に最高でしたね。
外園：私はまだ初心者ですが、5年後
にこの曲をどう弾いているのか楽しみ
です。今とは別の景色が見えてくるよ
うに勉強しようと思います。
清水：読響は、ポジティヴな人が多い
のでサウンドにもそれが表れています
よね。何が好きで何が嫌なのか、演奏
を聴いているとよくわかります。正直
なオケ。だから楽しいし、聴いていて
共感できるんです。
―12月の演奏会を楽しみにしていま

す。

全員：ありがとうございます！外園彩香（ヴァイオリン）

清水華澄（メゾ・ソプラノ） 遠藤真理（チェロ）
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セバスティアン・ヴァイグレと
フランクフルト歌劇場

次期常任指揮者　ヴァイグレへの期待①

中村真人

2008年、
音楽家人生の転機

　今回読響からセバスティアン・ヴァ
イグレについての寄稿の依頼をいただ
いたとき、私はこれまでベルリンで聴
いた彼のオペラや演奏会を振り返っ
た。忘れがたいものはいくつもあるの
だが、真っ先に浮かんだのは2008年
6月に彼がベルリン・コンツェルトハ
ウス管弦楽団に客演したときの演奏会
である。
　東ベルリン出身ということとも関係
していると思われるが、ヴァイグレは

ロナのリセウ大劇場の音楽総監督に就
任。そして、2008/09年シーズンにフ
ランクフルト歌劇場の音楽総監督のポ
ストを得る。これが故国ドイツにおけ
る最初の大きなポストだった。以来
10年、 フランクフルトとの関係は現在
においても続いているのみならず、
2015年、18年と『オーパンヴェルト』
誌による「年間最優秀オペラ劇場」を
受賞するなど、快進撃を続けるフラン
 クフルト歌劇場の立役者となっている。

巧みなバランス感覚と
豊かな音楽性

　そんなヴァイグレの現在を知りたい
思いで、 10月14日、 私はフランクフル
トに飛んだ。この日アルテ・オーパー
で行われた、歌劇場の座付オーケスト
ラであるムゼウム管弦楽団の定期演奏
会を聴くためである。曲目はモーツァ
ルトのピアノ協奏曲第24番とブルッ
クナーの交響曲 第8番というずっしり
くる組み合わせ。
　メインのブルックナーの「第8」は、
意外にも1887年の第1稿による演奏。
悠然と落ち着いた導入から、ブルック
ナーが最初に思い描いた音が実に新鮮
に鳴り響く。ヴァイグレを生で聴くの
は久々だったが、ベルリンでのカペル
マイスター時代に比べて、重心が低
く、それでいて明快で見通しのよい音

ドイツもののレパートリーに加えて、
ロシア音楽にも強い。このときもムソ
ルグスキー、ハチャトゥリアン、リム
スキー＝コルサコフというオール・ロ
シアのプログラムで、スケールの大き
な演奏を聴かせた。中でも忘れ難いの
は、最後に演奏されたリムスキー＝コ
ルサコフの〈シェエラザード〉。この
とき、ヴァイオリン・ソロを受け持っ
たのが、当時コンツェルトハウス管の
第1コンサートマスターのオーディシ
ョンに合格したばかりの日下紗矢子だ
った。
　試用期間が始まってまだ2か月弱と

いう頃ではなかっただろうか。「彼女
は疑いなく素晴らしいヴァイオリニス
ト。だが、コンサートマスターとして
も優秀かどうかはまた別の問題」。オ
ーケストラの関係者からこんな声も聞
いていた。そんな中でオーケストラ・
レパートリーの代表的なヴァイオリ
ン・ソロを任される大舞台が訪れ、聴
衆のみならず、オーケストラの全員が
日下を注視した。
　客席にいた私も緊張しながら聴き始
めたのだが、結果的に日下は完璧とも
いえる演奏を披露した。その成功の背
景には、オペラ経験が豊富で、ソロを
引き立たせる術を知り尽くしているヴ
ァイグレの巧みなサポートがあったこ
とも見逃せない。周知のとおり、日下
は後に読響のコンサートマスターを兼
任することになるが（現在は特別客
演）、2016年にヴァイグレがR.シュト
ラウスの家庭交響曲で初めて読響の指
揮台に立ったとき、コンサートマスタ
ーの席に座っていた日下は不思議な縁
を感じずにはいられなかったという。
　話が少し逸れてしまったが、あえて
2008年の話から始めたのは、ヴァイ
グレにとっても、この年が彼の音楽家
人生にとって大きな転機になったと思
われるからである。
　1997年から2002年までベルリン国
立歌劇場の第1カペルマイスターを務
めたヴァイグレは、 2004年にはバルセ

2018年10月14日アルテ・オーパーでのコンサートより（筆者提供）
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楽をやるようになっていた。和
音がきれいなバランスで美しく
響き渡ること。それはヴァイグ
レの確かな耳を物語るものだ。
第1楽章の最後、第2稿では消
え入るように終わるのに対し、
初稿版では輝かしいコーダで幕
を閉じるが、この部分での死者
が突如蘇るかの如きデモーニッ
シュな迫力には震

しん

撼
かん

させられた。
　なんといっても素晴らしかったのは
第3楽章のアダージョだ。冒頭のざわ
めきから別世界に連れて行かれ、シン
プルな刻みは大宇宙のまどろみへと昇
華する。チェロの旋律での青白い炎、
そしてホルンやフルートのコラールで
の深い呼吸。フィナーレに入ると、積
み上げていくような縦の構築性に、息
の長いフレーズで横へと流れていく歌
謡性とが見事に調和する。それでい
て、表面的な受けを狙ったようなとこ
ろは微

み

塵
じん

も感じられない。ピアノのキ
ット・アームストロングと細やかで味
の濃い対話が交わされた前半のモーツ
ァルトと合わせ、ハ短調のカップリン
グによるコンサートに私は深い充足感
を覚えた。
　終演後、楽屋口付近で、思いがけず
ヴァイグレ本人と少し言葉を交わすこ
とができた。ブルックナーの「第8」
を今回初稿版で上演した理由について
聞いてみたところ、「ブルックナーが

最初に頭に思い描いた音楽を、どう加
工し、つなぎ合わせ、今日一般的に聴
く版にまとめ上げたのか。その過程を
提示することは、聴衆にとってもオー
ケストラにとっても貴重な経験になる
と思ったからです。もちろん私自身に
とってもね」と屈託のない笑顔で語っ
てくれた。そして、「読響との共同作
業をいまから楽しみにしています」と
も。

飽くなき探究心、
そして読響との挑戦

　めったに上演されないブルックナー
の第8交響曲の初稿版をさりげなく取
り上げるところに（劇場のHPには記
載されていなかったので、プログラム
をめくって、あるいは演奏が始まって
びっくりした聴衆も多かったはずだ）、
ヴァイグレという人の好奇心とある種
の遊び心を見る。つまり、ドイツ・ロ
マン派の音楽をもっとも得意としつつ

も、そこに安住しない。あるいは常に
新しいアクセントと実験的要素を加え
ようとする。
　その姿勢はフランクフルト歌劇場の
プログラムにも表れている。例えば、
今シーズンの新演出演目でヴァイグレ
が指揮するのは、ストラヴィンスキー
の〈エディプス王〉とチャイコフスキ
ーの〈イオランタ〉を一晩で上演する
公演、そしてシュレーカーの〈はるか
なる響き〉（1912年にフランクフルト
で初演）。今回のブルックナーのコン
サートの前夜には、ドヴォルザークの

〈ルサルカ〉を指揮している。この10
年で、ワーグナーやR.シュトラウスの
主要オペラのほとんどを上演したとい
う。一方では、ヴェルディやプッチー
ニも振り、アリベルト・ライマンの〈リ
ア〉、プロコフィエフの〈賭博者〉、グ
リンカの〈イワン・スサーニン〉など
コアなレパートリーにまで及ぶ。
　ヴァイグレがフランクフルトで目覚
ましい音楽的成果を生み出してきたの
は、この劇場の環境によるところも大
きい。2007年からこの劇場で第2ヴ
ァイオリンを弾く山口伸子は、一つの
例としてこう説明する。
　「1990年代初頭まで、この劇場では、
毎日のように違う演目を上演していた
そうです。しかし現在の劇場では、1
週間に3演目以上を上演できないよう
になっているほか、再演初日の前には

必ず通し練習を行うようなルールがあ
るので、毎回ある程度のクオリティを
保つことができていると言われていま
す。実は、このシステム作りに大きく
寄与したのは、93年から97年までこ
の劇場の音楽監督だったシルヴァン・
カンブルランなんです」
　ここにもまた、読響との目に見えな
い接点があるのだった。さまざまなつ
ながりをたどっていくと、読響は一貫
したコンセプトのもと、実にいいシェ
フを選んできたものだと改めて思う。
　フランクフルト歌劇場に革新をもた
らしてきたインテンダント（総裁）の
ベルント・レーベは、「彼はこの劇場
にとって理想的な音楽総監督です。指
揮するという役割を演じることなく音
楽を導く。権威主義の形を取らずに自
然と威光を放っている」と、ヴァイグ
レを評す。
　フランクフルト歌劇場との豊

ほう

穣
じょう

な
10年間を過ごしてきたセバスティア
ン・ヴァイグレは、彼の音楽の旅の伴
奏者に、まもなく読響という新たなパ
ートナーを加える。シンフォニーの分
野がメインだが、フランクフルトとの
共同制作によるオペラも考えていると
いうから期待は膨らむ。数年後、ヴァ
イグレと読響はどのような地平に立っ
ているだろう。　　　　　（文中敬称略）

　　　　　　（なかむらまさと・
ジャーナリスト／在ベルリン）

アルテ・オーパーの外観（筆者提供） 特
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化の表象そのものだった。そして、ジ
ュゼッペは詩人だけではなく音楽院で
ファゴットを学ぶ音楽家志望者でもあ
った。若かった私はすぐに恋に落ち、
一緒に暮らすようになった。
　しかし、ジュゼッペの裕福な実家はそ
の後経済的に破綻し、悠長に詩や音楽
を学べるような状況ではなかった。一
応様々な仕事を試してはみるが、どれも
3日と続かない。仕方がないので、代わ
りに私が働くしかなかった。画学校に
通いながら、空いている時間を全てア
ルバイトで埋めた。当時、日本はバブ
ルの真っ只中で、日本からの観光客が
止めどもなくフィレンツェの街を訪れ
ていたおかげで、あれこれ日本語を生か
す類いの仕事にはありつけた。しかし、
それでも画家志望と詩人・音楽家志望
の二人の生活は、苦しかった。どの家
に暮らしてもガス・水道・電気といった
インフラは断たれ、親戚や友人にも借
金を頼まないと食べるものすらない、

　モーツァルトの〈ファゴット協奏曲〉
を25年ぶりくらいに聴いた。海外のド
キュメンタリー動画を仕事中に眺めて
いたら、不意にBGMに使われている
この曲が流れてきたのだが、久々に聴
いてみると、こんなに楽観的な曲調だ
ったっけ、と意外な気持ちになった。
　17歳でフィレンツェの美術学校に通
い始めた頃、その当時シェアしていた家
の同居人だった大学生のジュゼッペは、
フィレンツェ大学の文学部の学生だっ
た。幼い頃は外での買い物にお金を払
うことすら知らなかったというお坊ちゃ
ま育ちだが、私が出会った頃の服装とい
えば、毛玉のついたセーターに女性に
もらったらしき手編みのマフラーを巻
いて、片手には必ず詩集を持っていた。
　この、まるで絵に書いたような“詩
人”の佇

たたずま

いは、ヨーロッパにやって
きたばかりの、そしてジャン・コクト
ーやアポリネールのような詩人の作品
に傾倒していた私にとっては、欧州文

という日が当たり前のようにあった。
　私は仕事と学業で疲れ果てていた
が、ジュゼッペはあまり困ったような
様子でもなく、家に帰るとファゴット
を吹いている。デュカスの〈魔法使い
の弟子〉のユーモラスなファゴット・
ソロパートが貧困と疲労と学業の両立
で摩耗していた私の神経を逆なでする
こともあった。「私ばっかりこんな目
に遭わせて！　あんたは自分の好きな
事ばっかりして！」と声を上げる時は、
さながらイソップ物語のキリギリスを
目のあたりにしているような心地だっ
た。ジュゼッペはそれでもファゴット
の素晴らしさを説き、いつか大きなス
テージで、大好きなモーツァルトの
〈ファゴット協奏曲〉を奏でたいと語
っていた。そして、お金が貯まったら
ドイツのファゴット製造会社“ヘッケ
ル”の楽器を持ちたい。私はそんな夢
を語るジュゼッペの脇で未来への危機
感に迫られるのだった。
　私達はいつも喧

けん

嘩
か

をしていた。だい
たい喧嘩をしているときのBGMが〈フ
ァゴット協奏曲〉だった。付き合い始
めて11年目、私はジュゼッペの子供
を身ごもった。11年も付き合ってい
ながら結婚をしなかったのは、彼のお
母さんが途中で亡くなってしまって同
棲をあれこれ煩

うるさ

く言う人がいなくな
ったせいでもあったが、私は未婚で子
供を産むことに抵抗はなかった。なん

とかなるだろう、そう思って、ジュゼ
ッペがどこかで遊びほっつき歩いてい
る間にひとりで病院へ行き、ひとりで
出産し、ジュゼッペと別れる決断をし
た。これからは自分で自分を養って行
く術

すべ

を持ってほしいと思ったからだ
った。
　ジュゼッペはその後、別の女性と結
婚をしたらしいが、詳しい事はわから
ない。ただ、私は自分の子供との新し
い人生を開拓するために、フィレンツ
ェのジュゼッペとの過去を顧みること
はなくなった。
　しかし、思いがけず久々に耳に入って
きた〈ファゴット協奏曲〉でちょっとわ
かったことがあった。ジュゼッペは貧し
かったが、基本的に私よりも何倍も楽観
的な人だったのだ。辛い時も苦しい時も
日々彼はこの曲に救われていたのだろう。
私はハワイに暮らす息子に、「あなたの
お父さんが毎日聴いてた曲。聴くと喧
嘩の日々を思い出しますが、今聴いて
みると、なにやら楽しくなる音楽でし
た」と書き添えてこの曲の動画を送った。

◆次号からは竹森俊平さんです。

喧嘩の日々の BGM
モーツァルト：ファゴット協奏曲	変ロ長調	K.191

ヤマザキマリ─④〈最終回〉
Mari Yamazaki

心に残るクラシック

©川上尚見

フィレンツェの街並み
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伝田正秀
Masahide Denda

◎コンサートマスター

≪今年4月、アシスタント・コンサー
トマスターからコンサートマスターに
就任し、10月の公演では初めてトッ
プに座りました。いかがでしたか≫
　26歳の時から仙台フィルハーモニ
ー管弦楽団のコンマスを6年間務めま
したが、読響でこのようなやりがいの
ある機会をいただき、本当にありがた
いです。改めて楽しさを感じました。
　より多くの経験を求めて東京で活動
を始めていた頃、 2014年に読響からア
シスタント・コンマスの話をいただき
ました。このポジションとしては、自
分が音楽的に何かを主張して弾くより
も、それぞれのコンマスが感じている
 細かなニュアンスや音楽性に寄り添い、
大きく拡張するような弾き方が大切と
考え、意識してやってきました。小森
谷さん、長原さん、日下さんと、現在
の読響のコンマス陣は三者三様に素晴
らしく、演奏中の発見や刺激も多く、
一緒に演奏できることが嬉しいです。

　コンマスには親分肌な人、頭脳的で
研究熱心な人、非凡な空気感がある人
など、様々なタイプがいると思いま
す。一緒に弾いているメンバーそれぞ
れが持っている豊かな音楽性、感性が
活き活きとなり、音楽が自然と膨らむ
ような雰囲気を持っていることが大切
だと思います。
≪12月は何と言っても〈第九〉で、
今年は6公演あります。魅力はどん
なところですか≫
　日本では年末の恒例行事のようにな
っていますね。「すべての人に喜びを」
と、大きなスケールで歌う〈第九〉を
年末に聴くことで、人生の喜びや活
力、未来への希望などを皆さん感じる
のではないでしょうか。
　今までに何度も聴いていらっしゃる
お客さんも多いかと思いますが、読響
の〈第九〉で、皆さんの想像を超える
ニュアンスや、大きな表現を期待して
いただけたらと思います。
≪今年は、台風や地震、酷暑など自然
災害が多く、中止や延期されたコンサ
ートもあったと聞いています。仙台フ
ィルに所属していた時には、東日本大
震災が起きていますね≫
　発生した時はたまたま東京にいまし
たが、それから3か月間、演奏活動は

す。
≪今後の目標と、休みの過ごし方を
教えてください≫
　オーケストラの演奏のみならず、
室内楽や名曲小品サロン・コンサー
トでもより面白い内容を考え、演奏
していきたいです。また、教える事
も好きなので続けていけたらと思
っています。
　東京・池袋の東京芸術劇場で行っ
ている「ジュニア・アンサンブル・
アカデミー」には、携わって5年に
なりました。小学生から高校生まで
20〜30人の参加者がいますが、び
っくりするような素晴らしい技術
を持った学生も多いですよ。早いう
ちにアンサンブルの経験をすると

同時に、音の響かせ方や素敵なニュア
ンスなどを意識することを楽しんでも
らいたいです。
　練習はもちろんですが、たくさんの
音楽を聴くことも大切ですし、特に昔
の巨匠の演奏は音と歌い方にそれぞれ
個性が強く、深い演奏が多いので、お
すすめです。
　ここ7年間、「デグー」という動物を
飼っています。知能が高く、コミュニ
ケーションを取れることから「歌うネ
ズミ」と言われているんですよ。教え
れば杖を持つことも出来るほどで、い
つもいやしてくれる大切な家族の一員
です。

すべてストップしました。震災後初め
て開いたコンサートのことは、今でも
忘れられません。ライフラインも復旧
できていない地域がある中で、演奏な
どしていいものか迷いましたし、反対
意見もありました。しかし、自分たち
にできる事は音楽しかないと、お寺で
百人ほどの観客の前で演奏したのです
が、すごく喜んでいただき、音楽の人
の心に働きかける大きな力を改めて感
じました。これを機にアンサンブルで
あちこち回る中で、聴いてくださるお
客さんの感覚をより意識するようにな
りました。今もお客さんの心に作用す
る選曲や音楽創りを優先して考えま

音楽が自然と豊かになる
そんなコンサートマスターで
ありたい

楽団員からのメッセージ

essage from playerM
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今後の公演案内

pcoming concert scheduleU
　1月の演奏会には、2018年4月に読響首席客演指揮者に就任した山田和樹
が登場する。山田は現在、名門モンテカルロ・フィルの芸術監督兼音楽監督
を務めるなど、欧州で着実にキャリアを積んでいる。8日の《名曲》は、冒
頭にサン＝サーンスの〈オルガン付き〉を置き、ラロのチェロ協奏曲を挟ん
でレスピーギの〈ローマの祭〉と、壮大でオーケストラが輝かしく響きわた
る曲を前後に配したプログラム。協奏曲では、欧州で注目を浴びる気鋭チェ
リストのアルトシュテットが、スペインの民俗的な色彩感を引き出す。
　12日・13日の《マチネー》は、『千夜一夜物語』の世界を描いたリムスキー
＝コルサコフの代表作〈シェエラザード〉を演奏する。異国情緒あふれる美
しい旋律やコンサートマスターの独奏による艶やかな音色と超絶技巧に注目
だ。前半のラヴェルのピアノ協奏曲では、86歳のスペインの長老アチュカロ
が2016年9月以来の共演。ジャズやスペイン音楽の要素もちりばめられた
傑作で、円熟味あふれる名人芸を披露する。お聴き逃しなく。
　18日の《定期演奏会》は、演奏機会が少ない諸井三郎の作品に続き、現代
の人気作曲家・藤倉大にモンテカルロ・フィルとスイス・ロマンド管と共同
委嘱したピアノ協奏曲第3番〈インパルス〉を日本初演する。独奏は国内外
で活躍する小菅優が務める。後半は、ワーグナーとスクリャービンという組
み合わせ。〈法悦の詩〉では、山田のタクトが誘う身震いするほど美しく官
能的な世界に酔いしれたい。
　31日の《大阪定期》は、ウィーンの俊英ゲッツェルがワーグナーやブラー
ムスを振るドイツ・プログラム。モーツァルトのピアノ協奏曲では、クラシ
ックとジャズの双方で活躍し、ニューヨーク・フィルなどと共演するカリス
マ・小曽根真が、ファンタジーに満ちたソロを奏で舞台を“オゾネ・ワールド”
に染める。 （文責：事務局） 

1回券料金表

定期・名曲・みなとみらい S ¥7,500 A ¥6,500 B ¥5,500 C ¥4,000

マチネー S ¥7,500 A ¥5,500 B ¥4,500 C ¥4,000

大阪定期 BOX ¥8,500  S ¥6,100 A ¥5,100 B ¥4,100

山田和樹
©読響

首席客演指揮者・山田の〈オルガン付き〉＆〈ローマの祭〉

サン＝サーンス：交響曲 第3番〈オルガン付き〉
ラロ：チェロ協奏曲
レスピーギ：交響詩〈ローマの祭〉
指揮：山田和樹（首席客演指揮者）　チェロ：ニコラ・アルトシュテット

1 /8（火）19：00 第618回 名曲シリーズ
サントリーホール

サッシャ・ゲッツェル
©Ozge Balkan

ウィーンの俊英ゲッツェルとジャズ界の鬼才・小曽根が初共演

ワーグナー：楽劇〈ニュルンベルクのマイスタージンガー〉
　　　　　 第1幕への前奏曲
モーツァルト：ピアノ協奏曲 第23番
ブラームス：交響曲 第1番
指揮：サッシャ・ゲッツェル　ピアノ：小曽根 真

1/31（木）19：00 第22回 大阪定期演奏会
フェスティバルホール（大阪）

小菅 優
©Marco Borggreve

ワーグナーから藤倉作品まで、山田が描く神秘的な音世界

諸井三郎：交響的断章
藤倉 大：ピアノ協奏曲 第3番〈インパルス〉（共同委嘱作品／日本初演）
ワーグナー：舞台神聖祭典劇〈パルジファル〉から第1幕への前奏曲
スクリャービン：交響曲 第4番〈法悦の詩〉 
指揮：山田和樹（首席客演指揮者）　ピアノ：小菅 優

1/18（金）19：00 第584回 定期演奏会
サントリーホール

山田が千夜一夜物語を振り、スペインの国宝級の巨匠が共演！

ラヴェル：高雅で感傷的なワルツ
ラヴェル：ピアノ協奏曲
リムスキー＝コルサコフ：交響組曲〈シェエラザード〉
指揮：山田和樹（首席客演指揮者）　ピアノ：ホアキン・アチュカロ

1/13（日）14：00 第213回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

1/12（土）14：00 第213回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

ホアキン・アチュカロ
©Jean-Baptiste Millot

1 月 公演の聴きどころ
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ピエール＝ロラン・
エマール

©Marco Borggreve

お申し込み・
お問い合わせ

読響チケットセンター　0570-00-4
ヨ ミ

39
キョー

0（10：00～18：00／年中無休）
ホームページ・アドレス https://yomikyo.or.jp/

ローター・
ツァグロゼク

©Christian Nielinger

ドイツの巨匠が1公演のために来日。ブルックナーの神髄に迫る

リーム：Ins Off ene. . .（第2稿）　ブルックナー：交響曲 第7番
指揮：ローター・ツァグロゼク

2/22（金）19：00 第585回 定期演奏会
サントリーホール

小林が〈運命〉を振り、英国の新鋭ワリー＝コーエンが共演

ウェーバー：歌劇〈オベロン〉序曲
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲
ベートーヴェン：交響曲 第5番〈運命〉
指揮：小林研一郎（特別客演指揮者）　
ヴァイオリン：タムシン・ワリー = コーエン

2/10（日）14：00 第214回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

2 /9（土）14：00 第214回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

小林研一郎
©読響

タムシン・
ワリー = コーエン

©Patrick Allen, operaomnia.co.uk

二人のカリスマが競演！ 炎のマエストロ×天才ピアニスト

チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番　ブラームス：交響曲 第2番
指揮：小林研一郎（特別客演指揮者）　ピアノ：牛田智大

2/16（土）14：00 第109回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

2/14（木）19：00 第619回 名曲シリーズ
サントリーホール

牛田智大
©Kunio Onishi

“色彩の魔術師”カンブルランの極上のフランス音楽

イベール：寄港地、フルート協奏曲
ドビュッシー（ツェンダー編）：前奏曲集、ドビュッシー：交響詩〈海〉
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

フルート：サラ・ルヴィオン

3 /9（土）14：00 第110回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

3 /7（木）19：00 第620回 名曲シリーズ
サントリーホール

サラ・ルヴィオン
©Christine Schneider

レイチェル・ニコルズ
©Clive Barda

豪華歌手陣の共演で贈るシェーンベルクの巨大作

シェーンベルク：グレの歌
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

ソプラノ：レイチェル・ニコルズ
メゾ・ソプラノ：クラウディア・マーンケ
テノール：ロバート・ディーン・スミス、ユルゲン・ザッヒャー
バリトン・語り：ディートリヒ・ヘンシェル
合唱：新国立劇場合唱団（合唱指揮：三澤 洋史）

3/14（木）19：00 第586回 定期演奏会
サントリーホール

シルヴァン・
カンブルラン

鮮烈なサウンド！  小編成で披露する20世紀音楽選

《カンブルラン指揮〈果てなき音楽の旅〉》
ヴァレーズ：オクタンドル　メシアン：7つの俳諧 
シェルシ：4つの小品　グリゼー：〈音響空間〉から“パルシエル”
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

ピアノ：ピエール ＝ロラン・エマール

3/19（火）19：00 読響アンサンブル・シリーズ 特別演奏会
紀尾井ホール 

任期ラスト公演。カンブルラン、9年間ありがとう！

ベルリオーズ：歌劇〈ベアトリスとベネディクト〉序曲
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第3番　ベルリオーズ：幻想交響曲
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

ピアノ：ピエール ＝ロラン・エマール

3/24（日）14：00 第215回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

3/23（土）14：00 第215回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

※当初発表したものから出演
　者が一部変更されました。

小森谷巧
©読響

小森谷が読響メンバーと繰り広げる白熱のアンサンブル

《小森谷巧リーダーによる室内楽》
モーツァルト：オーボエ四重奏曲　シューベルト：八重奏曲
ヴァイオリン：小森谷 巧、太田博子　ヴィオラ：柳瀬省太
チェロ：遠藤真理　コントラバス：大槻 健　オーボエ：辻 功
クラリネット：金子 平　ファゴット：岩佐雅美　ホルン：日橋辰朗

2 /5（火）19：30 第21回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール ※19：00から解説
第21回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール ※19：00から解説完売

完売
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2019－20シーズンの聴きどころ①

ighlights of 2019 -20 seasonH

　常任指揮者セバ
スティアン・ヴァ
イグレを中心に、
充実の指揮者陣が
登場する定期演奏

会。有名曲のみならず、新作や珍しい
作品も多数含む意欲的なラインナップ
が組まれた。

　まず4月はエストニ
アの俊英、オラリー・
エルツが、母国の作曲
家トゥールの共同委嘱
作品（アジア初演）、武
満徹の〈星

㋜㋟ー

・島
㋐㋑㋸

〉、シ
ベリウスの交響曲第5
番他を指揮する。新世
代のスター、ヴィルデ・
フラングの独奏による

ストラヴィンスキーのヴァイオリン協
奏曲も楽しみ。
　5月はいよいよヴァイグレが登場す
る。プログラムはヘンツェの〈7つの
ボレロ〉とブルックナーの交響曲第9

　第10代常任指揮者セバスティアン・ヴァイグレとともに新時代を迎える読響。

2019︲20シーズンのラインナップからは、さっそく新しいカラーが伝わってく

る。ヴァイグレと客演指揮者たち、そして名だたるソリストたちが、次代の扉を

開く。刺激的なシーズンに胸が躍る。　　　　　〈飯尾洋一（いいお よういち）・音楽ライター〉

番。ヘンツェ作品は2000年、スペイン
のカナリア諸島音楽祭で読響が初演し
た楽団ゆかりの曲。ブルックナーは新
コンビの行方を占う試金石となりそう。
　6月、首席客演指揮者
の山田和樹は驚きのプ
ログラムを披露する。
伊福部昭のSF交響フ
ァンタジー第1番とい
えば、『ゴジラ』をはじめとする東宝
特撮映画の名曲から編まれた組曲。特
撮ファンは感涙必至。
さらにアルビナ・シャ
ギムラトヴァの独唱に
よるグリエールのコロ
ラトゥーラ・ソプラノ
のための協奏曲、カリンニコフの交響
曲第1番という、ロシアの大地を思わ
せる雄大な2曲が並ぶ。
　7月はハンガリーの
気鋭、ヘンリク・ナナ
シが指揮台に立つ。バ
ルトークの〈管弦楽の

■1/26（土）14：00、1/27（日）14：00　東京芸術劇場コンサートホール
 総監督・指揮：井上道義
　演出・振付：森山開次
　出演：ヴィタリ・ユシュマノフ、三戸大久、髙橋絵理、
　　　　デニス・ビシュニャ、鷲尾麻衣、金山京介、
　　　　小林沙羅（1/26）、藤井玲南（1/27）、近藤 圭
　合唱：東響コーラス

モーツァルト：歌劇〈ドン・ジョヴァンニ〉  全幕
 （新演出、英語字幕付、日本語上演） 

［料金］ SS ¥12,000　S ¥10,000　A ¥8,000　B ¥6,000　C ¥4,000　
 D ¥3,000　E ¥1,500

［お問い合わせ］ 東京芸術劇場ボックスオフィス
 0570 ︲ 010 ︲296（10 〜 19時／休館日を除く）

東京芸術劇場シアターオペラvol.12　全国共同制作プロジェクト

12/8（土）14：00　かつしかシンフォニーヒルズ

■小林研一郎×小山実稚恵×読売日本交響楽団

12/11（火）19：30　台中国家歌劇院
12 /12（水）19：30　台北国家音楽庁

 指揮：小林研一郎（特別客演指揮者）

　ピアノ：小山実稚恵（12/8、12）

　ヴァイオリン：リチャード・リン（12/11）

ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 （12/8、12）
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲 （12/11）
チャイコフスキー：交響曲 第5番 ほか

◦かつしか ［料金］ SS ¥5,800　S ¥5,000　A ¥3,500　B ¥2,500　Z ¥2,000
 ［お問い合わせ］ かつしかシンフォニーヒルズ
 　　　　　　03︲5670 ︲2233（10 〜 19時／休館日を除く）
◦台湾公演の詳細
　国際ペース文教基金会　+886 2 8786 3777（日本語対応可）

■台湾公演

セバスティアン・
ヴァイグレ	 ©読響	

オラリー・エルツ
 ©Marco Borggreve

ヴィルデ・フラング
 ©Marco Borggreve

アルビナ・シャギムラト
ヴァ ©Pavel Vaan  Leonid Semenyuk

ヘンリク・ナナシ
 ©Gunnar Geller

定 期演奏 会

山田和樹	 ©読響
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ための協奏曲〉とコダーイの〈ガランタ
舞曲〉では、「お国もの」ならではの強
みを発揮してくれるはず。サン=サー
ンスのピアノ協奏曲第5番〈エジプト

風〉のソロは、2015年
のチャイコフスキー・
コンクールで最大の話
題を呼んだ注目株リュ
カ・ドゥバルグ。

　9月はヴァイグレがふたたび登場、マ
ーラーに影響を与えながらも25歳で世
を去った悲運の作曲家ハンス・ロットの

交響曲に光を当てる。ア
ルバン・ゲルハルトが
独奏するプフィッツナ
ーのチェロ協奏曲（遺
作）を聴けるのも貴重。
　10月は巨匠ユーリ・
テミルカーノフがショ
スタコーヴィチの交響
曲第13番〈バビ・ヤー
ル〉を披露。マエスト

ロならではの強
きょう

靭
じん

なサウンドを体験
できそうだ。男声合唱を新国立劇場合
唱団が歌うのも心強い。

　11月はチェコの逸材
トマーシュ・ネトピル
がスークのアスラエル
交響曲を取りあげる。
同時期に世を去った作

曲者の義父であり師のドヴォルザーク
と、その娘である妻のふたりを悼む渾

こん

屈
くつ

した情念が渦巻くこ
の曲を完全燃焼させら
れるのは「炎のマエス
トロ」だけ。ブルッフ
のヴァイオリン協奏曲
第1番を奏でるキム・ボ
ムソリは輝かしいコン
クール歴を誇る名花。
　7月はイギリスのブ
ラムウェル・トーヴェ
イが客演する。長年バ
ンクーバー交響楽団の
音楽監督を務めたベテ
ランだ。YouTubeで
ライトセーバーを振っ
て「スター・ウォーズ」を指揮する映
像が話題を呼んだ。今回はホルストの
組曲〈惑星〉で宇宙へ
と誘う。ラフマニノフ
のピアノ協奏曲第2番
では異才リュカ・ドゥ
バルグがソロを弾く。
　9月はふたたびヴァイグレが登場し、
マーラーの交響曲第5番を指揮する。
オーケストラの機能性を最大限に生
かした鮮烈な演奏を期
待したい。ベートーヴ
ェンのピアノ協奏曲第
4番の独奏は、ウィー
ンの重鎮ルドルフ・ブ

　名曲シリーズでは、大作曲家たちが
残した不滅の傑作がプログラムの中心
となる。多彩な顔ぶれの指揮者たちに
豪華ソリスト陣が花を添える。

　4月は先頃バッハ・コ
レギウム・ジャパン首席
指揮者に就任した鈴木
優人が客演する。愉悦
に満ちたラモーの〈優

雅なインドの国々〉組曲、躍動感あふ
れるストラヴィンスキーの〈ペトルー
シュカ〉（1947年版）で、バロック音楽

と20世紀音楽を対比さ
せる。ショパンのピア
ノ協奏曲第2番ではフ
ランスの若手レミ・ジ
ュニエがソロを担う。
　5月は常任指揮者ヴァ
イグレのドイツ音楽プ
ログラム。父クレメン
スゆずりの才能を開花
させるユリア・ハーゲン
が、シューマンのチェ
ロ協奏曲を演奏する。
ベートーヴェンの交響
曲第3番〈英雄〉では、
ヴァイグレの目指す音

楽が明確に伝わるのではないだろうか。
　6月は特別客演指揮者の小林研一郎
が、フランクの交響曲を指揮する。鬱

うっ

身
しん

の大作である。ジャン＝ギアン・ケ
ラスはリゲティのチェロ協奏曲で精緻
な音のテクスチャーを紡ぎ出す。
　選曲の妙で下野竜也
の右に出る人はいない。
2020年1月は現代の作
曲家を中心とした斬新
なプログラム。グバイ
ドゥーリナの〈ペスト
流行時の酒宴〉（日本初
演）は曲名からしてイン
パクト抜群。躍進する
若手奏者、上野耕平は
アダムズのサクソフォン協奏曲に挑む。
　2月はもうひとりの首席客演指揮者
コルネリウス・マイス
ターが、ブルックナー
の交響曲第2番を指揮
する。ドイツの若手が
描くブルックナー像は
いかに。名手クリステ
ィアン・テツラフの独
奏によるベルクのヴァ
イオリン協奏曲も大き
な聴きものとなる。
　シーズンの掉

ちょう

尾
び

を飾るのは3月のヴ
ァイグレ。ヒンデミットの〈4つの気
質〉はルーカス・ゲニューシャスのピ
アノ独奏を伴うユニークな作品。
R. シュトラウスの交響詩〈英雄の生
涯〉では、壮麗な音のスペクタクルが
くりひろげられることだろう。

リュカ・ドゥバルグ ©Felix 
Broede-SONY Music Entertainment

アルバン・ゲルハルト
 ©Kaupo Kikkas

ユーリ・
テミルカーノフ	 ©読響

下野竜也	 ©読響

上野耕平	

トマーシュ・ネトピル
 ©Elisa Haberer

コルネリウス・マイス
ター	 ©Marco Borggreve

クリスティアン・
テツラフ	©Giorgia Bertazzi

鈴木優人
 ©Marco Borggreve

レミ・ジュニエ
 ©Jean-Baptiste Millot

小林研一郎	 ©読響

ユリア・ハーゲン
 ©NedaNavaee

キム・ボムソリ
 ©Jaeyoung Heo

ブラムウェル・
トーヴェイ	 ©DavidCooper

リュカ・ドゥバルグ
 ©Bernard Bonnefon

セバスティアン・
ヴァイグレ	

ルドルフ・ブッフビン
ダー	 ©Marco Borggreve

名曲シリーズ
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ッフビンダー。巨匠の至芸を堪能で
きる。

　10月は名誉指揮者ユ
ーリ・テミルカーノフ
が招かれる。チャイコ
フスキーの交響曲第5
番でロシア音楽の神髄

が読響に伝授されることだろう。シベ
リウスのヴァイオリン協奏曲で独奏を

務めるエマニュエル・
チェクナヴォリアン
は、1995年ウィーン生
まれの新鋭。父ロリス
は読響に客演歴があり

「爆演」で知られる名指揮者だが、その
血は受け継がれているのだろうか。

　12月は年末恒例のベ
ートーヴェン〈第九〉。
指揮はザルツブルク・
モーツァルテウム管弦
楽団の名誉指揮者で、

バロック・オペラの分野でも名高いア
イヴァー・ボルトン。サリー・マシュ
ーズ、池田香織、小堀勇介、トーマス・
オリーマンスの独唱陣と新国立劇場合
唱団が共演する。
　2020年1月に客演するドイツのエ

リアス・グランディは、
ハイデルベルク歌劇場
の音楽総監督を務め、
将来を嘱望される俊
才。前橋汀子のヴァイ

オリンとともに、サラ
サーテの〈ツィゴイネ
ルワイゼン〉やマスネ
の〈タイスの瞑想曲〉
などの名曲を演奏す
る。ラヴェルの〈ボレロ〉では読響の
名手たちによる妙技が聴きどころ。
　2月は首席客演指揮
者の山田和樹と鬼才イ
ーヴォ・ポゴレリッチ
の共演が実現する。曲
はシューマンのピアノ
協奏曲。しばしば想像
を絶するテンポ設定で
わが道を行くポゴレリ
ッチだが、一方で近年
はノーマルなテンポを
採用することも。「事件」か、「語り草
の名演」か。ポゴレリッチの行くとこ
ろ、なにかが起きる。ドヴォルザーク
の交響曲第7番は、作曲者が確信を持
って世に問うた自信作。
　シーズン最後の3月を締めくくるの
はヴァイグレ。ブラームスの交響曲第
1番を中心にドラマティックな曲目が
並ぶ。ドイツと日本に
ルーツを持つアラベ
ラ・美歩・シュタイン
バッハーは、シューマ
ンのヴァイオリン協奏
曲で、確かな技巧に裏打ちされた本格
派の演奏を披露してくれるはずだ。

パルテノン多摩でハートウォーミング・コンサート

が届いています。今回は、期待の若き
マエストロ太田弦が「白鳥の湖」や「観
光列車」「ブルータンゴ」「G線上のア
リア」などを温かなトークとともに披
露。 メインの「サウンド・オブ・ミュー
ジック」にいたるまで、客席では思い
 思いに音楽を感じる姿が見られました。

　10月29日、パルテノン多
摩大ホールで「ハートウォー
ミング・コンサート」を開催
しました。日頃、来館が難し
い障がい者とそのご家族にも
気兼ねなく足を運んでもらい
たいとの想いから2016年にスタート
し、多摩市と周辺地域の施設・学校か
ら障がいのある方とその家族、支援ス
タッフらを招待しました。これまでに
 「障がいを抱える子供を連れて家族でク
ラシックコンサートへは行けないもの
と思っていたので、幸せ」などの感想

読響の演奏が黒川駅構内のBGMに
　11月3日より、小田急多摩線・黒川
駅（川崎市麻生区）構内で、読響の演
奏（録音）がBGMとして使用されて
います。読響は2018年4月に黒川駅
前に練習所を開設し、地域の新しいシ
ンボルとなりました。沿線の豊かな街
づくりを行う小田急電鉄とともに読響
は、黒川駅からクラシック音楽の魅力
を発信し、川崎市麻生区が推進する

「豊かな芸術・文化を中心に地域活性
化や地域ブランド化をめざす」取り組

みに貢献します。
　列車接近メロディとして、上りでは
メンデルスゾーンの交響曲第4番〈イ
タリア〉、下りではワーグナーの〈ニ
ュルンベルクのマイスタージンガー〉
第1幕への前奏曲が流れ、構内の
BGMにはスメタナの〈モルダウ〉な
ど約110曲が流れます。この他にも、
当団の演奏会情報を告知する掲示版を
常設するなどお客様へ情報を発信し、
地域の活性化に努めてまいります。

指揮者・太田弦によるトークとともに進行

読響ニュース

ews & topicsN

エマニュエル・チェク
ナヴォリアン	©UWE ARENS

アイヴァー・ボルトン
 ©Ben Wright Photography

エリアス・グランディ
 ©Felix Broede

前橋汀子	 ©篠山紀信

イーヴォ・ポゴレリッチ	
	 ©Alfonso Batalla

アラベラ・美歩・シュタ
インバッハー	©Peter Rigaud

ユーリ・
テミルカーノフ	 ©読響

山田和樹	 ©読響
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